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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、約40アミノ酸のモチーフであるFボックスを特徴とするFボックスタンパク質ファミリーのメンバーをコードします。Fボックスタンパク質は、リン酸化依存性ユビキチン化に機能するSCF（SKP1-cullin-F-box）と呼ばれるユビキチンタンパク質リガーゼ複合体の4つのサブユニットの1つを構成します。Fボックスタンパク質は、WD-40ドメインを含むFbws、ロイシンリッチリピートを含むFbls、および異なるタンパク質間相互作用モジュールまたは認識可能なモチーフを含まないFbxsの3つのクラスに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質はFblsクラスに属し、Fボックスに加えて、10個のロイシンリッチリピートが直列に並んでいます。このタンパク質は、サイクリンA-CDK2 S期キナーゼの必須要素です。この遺伝子は、主にS期においてリン酸化サイクリン依存性キナーゼ阻害因子1B（CDKN1B、p27またはKIP1とも呼ばれる）を特異的に認識し、S期キナーゼ関連タンパク質1（SKP1またはp19）と相互作用する。さらに、この遺伝子はリンパ腫の病因に関与するプロトオンコ遺伝子として確立されている。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが生成される。[RefSeq提供、2011年7月]
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	SKP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。
	

	AMRe86276 で SKP2 を標識した HeLa 細胞の免疫蛍光分析。

